







































































域の限定，その領域の塩基配列の決定， S 1マッピング法による転写領域の同定， rad52 -1変異部位
の塩基配列上での決定等によってRAD52遺伝子部位の確定が厳密になされた。これらの実験結果は期
せずして競走相手となった米国グループを完全に制して発表された。また更にRAD52遺伝子のフ。ロモー
タ一部位を酵母酸性ホスファターゼ遺伝子のプロモーターと置換して酵母内でRAD52タンパクを量産
させる系を作ることに成功，それを利用して初めてRAD52タンパクの同定と精製にも成功した。その
上に精製したタンパクはDNA結合能力を有していることも初めて明らかにした。これによってまさに
真核生物の組換えの分子機構を解明して行く，確かな手掛りが得られたわけで，この研究結果は画期的
であり，理学博士の学位論文として十分に価値のあるものと認める O
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